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※カリキュラムは変更となる場合があります。

学科主要科目

目指す将来イメージ

Student Voice
 学生の声

農芸化学科4年
新開 千紘さん
神奈川県
私立函嶺白百合学園高等学校卒業
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学科の概要

農芸化学科では、私たちの生活にかかわりの深い食品や環境分野の問題を、バイオテクノロジーと
最新のサイエンスによって解決することを目指しています。微生物を用いた環境にやさしい技術の開
発、おいしくて健康に良い食品の研究開発、植物生産や環境の資源である土壌の研究、動植物や微生
物が生産する有用物質の検索など、農芸化学のフィールドには多くの重要な研究テーマがあります。

こうした分野で社会に貢献できる人材を育てるために、農芸化学科では豊富な実験・実習（1・2年
次）と2年間かけて取り組む卒業研究（3・4年次）をカリキュラムの中心に据えています。バイオサイエン
スの基礎知識と実験技術を持つ卒業生は、食品・医薬・化学などの幅広い分野で活躍しています。
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必修化学
生化学Ⅰ
必修生物学

有機化学
生化学Ⅱ
微生物学
基礎分子生物学

細胞生物学
基礎生物統計学
物理学（力学・熱力学）
物理学実験

物理学（電磁気学・光学）
数学概論

環境科学
分子生物学
植物栄養学
物理化学

生物有機化学
有機分析化学
食品化学
土壌化学
栄養科学

農芸化学
地学概論
化学実験
地学実験
職業指導

選 

択

2年次1年次

微生物学実験 生化学・物理化学実験
環境化学実験

微生物生理学
有機化学・有機分析実験
環境分析実験
化粧品科学

食品化学・食品分析実験
バイオテクノロジー実験
食品衛生学

3年次

食品機能化学
発酵食品学
栄養生化学

食品生化学
食品工学

食品分野

天然物有機化学
応用生化学

生物機能化学
生物物理学
ケミカルバイオロジー
微生物化学

生物機能分野

土壌圏科学
微生物生態学
微生物遺伝学

環境分析化学
植物環境制御学
環境バイオテクノロジー

環境分野

食品免疫学
食品健康科学

食品冷凍冷蔵学
食品安全学

食品分野

農薬化学
生命システム工学

高分子化学
応用微生物学

生物機能分野

環境化学 環境微生物学
土壌環境保全学

環境分野
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Pick up
化学と生物の力で
諸問題の解決を！

化学と生物を融合したバイ
オテクノロジーで、食や健康
の問題、環境の保全といった
人類の大きな課題の解決を
目指しています。

国家公務員
地方公務員

医薬品・
化粧品関連会社の
研究開発、営業

環境関連会社の
研究開発、営業

委託分析業務
分析機器会社の
研究開発、営業

大学院進学食品関連会社の
研究開発、営業

化学メーカーの
研究開発、営業

カリキュラム解説

食品・環境分野の諸課題を解決する
食品・生物機能・環境分野において重要な健康・機能・安全・保全を評価し高めるために必要な幅広い専門

知識や実験技術を深く修得することを目的としたカリキュラムを設置しています。

植物の巧みな生き方を理解する

生育場所を変えることができない植物は、体内

で様々なホルモン分子を作り出し、それらを利用す

ることで自身の成長を調節し、変動する環境に適応

して生きています。

私が研究している対象は、ストリゴラクトンとい

う、栄養に応答して地上部の枝分かれを制御する植

物ホルモンです。化学的な手法も駆使することで、

その作用メカニズムを解明し、将来的には農作物の

収量向上等に役に立つ技術に応用できればと考え

ています。

研究が思うように行かずに苦労することもありま

すが、切磋琢磨し合える仲間がいることに加え、面

白い結果が出た時は心が躍り、日々実験を頑張る

ことができています。また、普段の研究以外にも、ゼ

ミ合宿や学会での発表など様々なイベントがある

ため、とても充実した学生生活を送ることができて

います。

「のうばけ」で一緒に学びましょう！

農芸化学科では、食品、微生物、植物、土壌など、

私たちの生活に身近な対象をテーマに、研究や教

育活動に取り組んでいます。農芸化学、通称「のう

ばけ」は、一見すると聞き慣れない分野かもしれま

せんが、実際に学んでみると、身近で親しみやすい

学問であることに気づくでしょう。対象が幅広いた

め、1・2年次には有機化学、生化学、分子生物学、

微生物学など、様々な分野の基礎を学び、3・4年次

にはより専門性の深い科目を履修します。また、 

３年次以降は研究室に在籍し、最先端の技術や知

識を駆使して、新しい発見や技術・製品の創出を目

指した研究に取り組みます。研究には試行錯誤も

多いですが、その分、成果を得られたときの喜びは

ひとしおで、人としても大きく成長できます。是非、

「のうばけ」で私たちと一緒に学びませんか？

Message
 教員からのメッセージ

植物制御化学研究室
瀬戸 義哉准教授
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